
　ソフトバンクグループの主要事業の1つである移動体通信事業
を担うソフトバンクモバイル株式会社。携帯電話契約純増数でトッ
プを走り続ける同社のビジネスを支えるのが、Oracleデータベース
をはじめとするオラクル製品だ。2008年4月、ソフトバンクモバイル
は、基盤システム上で稼動するオラクル製品の保守運用業務の大
半を、決済代行などの各種サービスの提供や情報システムの運用
保守をおこなうグループ企業のソフトバンク・ペイメント・サービス株
式会社（以下、SBPS）に一本化。現在、データベースに関してはほ
ぼすべてをSBPSが担当している。

「一石二鳥」以上の効果をもたらすORACLE MASTER Platinum

　ソフトバンクモバイル株式会社 情報システム・CS統括 情報システ
ム本部 企画統括部 事業企画室 室付 担当課長の植野 正徳氏
は、保守運用業務をSBPSに集約するにあたり、効率化だけでなく

「品質の維持」も重要な条件だったと語る。
　保守運用において品質を向上
させるには、優れた技術者の育
成が不可欠だ。そこでSBPSが
着目したのが、オラクルの認定資
格制度「ORACLE MASTER 
Platinum」である。
　「1つの効果しか得られない取
組みに対して投資はできません。
ORACLE MASTER Platinum

ならば、一度に複数の効果が期待できると考えました」と、SBPS
でデータベースやミドルウェアの運用を統括し、社員の育成を担
当する関谷 雅宏氏は話す。「ソフトバンクモバイルの重要なデー
タベースを一括して担当するにあたって、まずは社員に自信をもた
せる必要がありました。そしてもちろん、一人ひとりの技術力を高

め、お客様の要望に応えなくてはな
りません。それには、ありきたりの資
格では足りません。お客様だけでな
く当社の経営層にもアピールできる
よう、教育の成果としてわかりやす
く、ブランド力も高いものである必要
があります。これらすべてを効率よ
く手に入れられるのは、ORACLE 

MASTER Platinumだけでした」

難易度の高い資格取得がチーム全体のスキルアップにつながる

　ORACLE MASTER Plat inum取得に向けた取組みは
2007年秋頃から始まった。「最初は、まったく手の届かないものだ
と思っていた」と関谷氏は振り返る。「まさか1回で受かるわけがな
い。ですから、Platinumを『取れ』とは言わず、とにかく試験を『受
けろ』と言いました」
　ところが、初回の挑戦で2名が合格。「これで社内が大騒ぎになり
ました」と関谷氏は笑顔を見せる。IT業界の経験が長く、ORACLE 
MASTER Platinumの価値をよく知る経営層も、同社の技術者が
もつ潜在的な高い能力を証明する結果として高く評価したという。
　そしてこの結果は、チーム内で社員が互いに切磋琢磨し合い、絶
えず高い技術を求めるモチベーションを維持することにもつながっ
た。それぞれの技術者がもつ「より高い技術を身につけたい」という
学びへの意欲を、うまく刺激する効果があったのだ。
　自主的に勉強会を開催するなどして教え合い、今では9人のチー
ムのうち4名がPlatinum保持者で、Goldが3名、Silverが1名、そし
て技術者ではないスタッフでさえBronze保持者という驚異的なレベ
ルの高さとなっている。全員がオラクル製品に接するようになってか
ら2年以内という短期間で、技術力が大きく向上したのだ。
　通常は不合格者のほうが多いといわれるORACLE MASTER 
Platinumだが、SBPSでは多くが初回で、遅くとも2回目には合格し
ている。「皆、口では『プレッシャーが大きくて困る』と言いますが、最
先端の技術に触れて吸収し、高みに挑戦することを楽しんでいるよ
うに見えますね」と関谷氏はにっこりする。

ユーザーシステムの品質改善と性能向上で高い技術力を実証

　チームの技術力の向上は、「エンドユーザーの満足度」という具
体的な形になって表れた。
　エンドユーザーであるソフトバンクモバイルの植野氏は「劇的な効
果が出ている」と語る。その具体例として、同社のビジネスの成長を
支える携帯電話の申込受付システムにおける効果を説明した。
　「まず、障害が起きたときの原因の切り分けが早くなりました。重要
度が高い障害について、一次回答までの時間が10分の1に短縮さ
れたのです。また、データベースに起因する障害件数が0件になり、

ORACLE MASTER Platinum資格取得者の育成により組織全体の技術力を高め、
ソフトバンクグループの携帯電話事業を支える基盤システムの大幅な品質・性能向上を実現

“社員にとっても会社にとっても、取得することの効果が大きくてわかりやすい。社員の技術力やモチベーションアップに加え、
エンドユーザーや社内、とくに経営層に対するアピール力をこれだけもっている資格は、ORACLE MASTER Platinumの
ほかにありません”
ソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社 システム&サービス事業部　関谷 雅宏氏
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今回のお客様

業務がストップする時間が激減しました」。加えて、データベースの
負荷と性能の関係を詳細に分析することで、処理限界を引き上げる
ことにも成功。処理能力が40%向上し、業務効率が格段に上がった
という。「ビジネスの成長を支える重要なシステムを、優秀な技術者
集団が守ってくれているという安心感は、何物にも代えがたい」と、
植野氏は高く評価する。

他の資格にない「ブランド力」も大きな武器に

　関谷氏は、「（ORACLE MASTER Platinumの取得は）利益
につながる『仕事』の一環なので、日常業務時間中に勉強したり、試
験を受けに行ったりするよう言っています」と説明する。試験の受験
費用、研修コースの受講費用はすべて会社が負担し、合格者への
報酬も出る。「決して小さい投資ではありませんが、費用対効果を考
えると非常に安い」と強調する。
　また、「よく『資格を取っても実力にはならない』と言われますが、

『ORACLE MASTER Platinumの取得は単なる勉強のためで
なく、ブランドを身につけるためのものだ』とチームに説明していまし
た」と言う。実践性や難易度の高さ、グローバルに通用する資格で
あることに加え、何よりもブランド力の高さがORACLE MASTER 
Platinumをユニークなものにしていると関谷氏は説く。「社員にとっ
ても会社にとっても、取得することの効果が大きくてわかりやすい。
社員の技術力やモチベーションアップに加え、エンドユーザーや社

内、とくに経営層に対するアピール力をこれだけもっている資格は、
ほかにありません」

Platinumを軸とした正のスパイラルでさらなる組織力の強化を図る

　ORACLE MASTER Platinumは、「取って終わり」の資格では
ないと関谷氏は言う。取得までの過程で技術力が向上するだけで
なく、取得後も変わっていく様子が見えるというのだ。
　「ORACLE MASTER Platinumは、もっているだけで背筋が
伸びる資格です。Platinumをもっていると、周りからも特別に見られ
ますから、資格に負けないよう『いっそう技術力を磨かなくては』と思
うようですね」。普段取引しているベンダーにもほどよい緊張感を与
えているようで、「技術力の高い担当者をつけてくれる」と語る。
　チーム内では、Platinum取得を1つの刺激にして切磋琢磨し合
い、技術力がどんどん上がっている。経営層には、明確な形で社員
の技術力の向上が伝わり、プロフェッショナルな要求に応えられる自
社の組織力への自信を与えている。もちろんエンドユーザーにも大き
なアピールになっているうえ、実際の保守運用品質という目に見える
効果も感じてもらえている。「すべてが正のスパイラルになり、非常に
うまくまわっています。あとは個々の高い技術力をどのように活かす
か。社員一人ひとりの能力を活かせる場を考え、さらなる技術力の
向上を目指したい」と関谷氏は語る。

（本事例の内容は2009年7月のものです）

ソフトバンクモバイル株式会社
設立：1994年4月1日
資本金：1,772億5,121万6,500円
従業員数：5,600名（2009年3月末日現在）
おもな事業内容：移動体通信およびこれに付随する業務

など、移動体通信にかかわる電気通信用品およびシス
テムの保守、販売、電気通信に関するソフトウェアの制
作および販売

ソフトバンク・ペイメント・サービス株式会社
設立：2004年10月1日
資本金：4億5,000万円
従業員数：約370名（2009年7月現在）
おもな事業内容：決済代行サービス、集金代行および企

業の計算事務代行、情報・システム提供サービス、ポ
イントサービス企画・運営業務およびコンサルティング、
コールセンター業務・運用管理業務

教育ソリューション：
・ORACLE MASTER Platinum（オラクル認定資格）
取得効果：

・高難易度の資格保持者の存在が組織全体のモチベー
ションと技術力の向上を促進

・ブランド力の高い資格の取得により組織としての信頼度
が上がり、新たなビジネス展開も有利に

・高スキル技術者が運用保守を担当することでユーザー
システムの品質改善と性能向上を実現

・安定したシステム稼動によりユーザー企業のビジネス機
会の損失を最小化

■データベース管理エキスパートレベル
・データベースの構築、運用管理、チューニング処理、および障害時の適切
な処置を、実機上で正確にかつ限られた時間内で遂行することができる

本資格の取得と同時に、Oracle Certified Master（OCM）として世界的
に認定されます。

■データベース管理上級レベル
・障害発生時に適切なリカバリ方法を判断できる
・適切なチューニング・タスクを実行できる

本資格の取得と同時に、Oracle Certified Professional（OCP）として世界
的に認定されます。

■データベース管理初級レベル
・データベース管理の概要・概念を理解している
・データベース管理者のもとで簡単なデータベース管理がおこなえる
・表や索引などのデータベースオブジェクトを作成できる
・SQLでデータ検索/更新がおこなえる

■データベース管理中級レベル
・データベース管理に必要な知識を一通り理解している
・データベースの構築および「通常時の運用」がおこなえる

本資格の取得と同時に、Oracle Certified Associate（OCA）として世界
的に認定されます。
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ORACLE MASTER Platinum取得者の運用により、劇的な品質改善、性能向上が見られる
重要度：高 障害における一次回答までの時間

データベースの処理限界（SQL実行回数）
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● 負荷と性能の関係分析

● 原因は待ち時間増加

● 処理限界の引上げに成功

Before
(FY07/Q2)

After
(FY08/Q2)

データベースに起因する障害件数

品
質
改
善

性
能
向
上

10
1

0件

140%UP

ORACLE MASTER Oracle Database 資格体系

ソフトバンクモバイル「申込受付システム」における効果
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